
曲がり部を有する流路モデルへの整流板の設置による
音響インピーダンスと圧力損失の変化

2023年度修了本勝淳大

研究背景・研究構成 実験装置

流速Uと音響レジスタンスθの関係

FV形状で流速Uが大きいとき，
流速と音圧によりθが増加する理由の考察

結言

圧力損失Δpと音響レジスタンスθの関係
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音圧 θの増加要因渦 流速

180度の曲がり部にフェアリングとベーンを設置

音響インピーダンスと圧力損失の関係を計測

本研究 燃焼器内部を模した形状

・音響計測実験

・PIV試験 (流体可視化実験)

・CFD解析
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流速U = 0 ~ 20 m/s の範囲を2.5 m/s刻みで計測

加振周波数：335 Hz – 375 Hz のsin sweep波

計測時間：40 Hzを400秒かけて加振

加振音圧：マイク2の位置で130, 140, 150, 156 dB

U = 0 m/sのときの共鳴周波数における θ を評価
Normal形状：355 Hz，FV形状：350 Hz

圧力損失Δp = (チャンバー内圧力) – (大気圧)
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同じ

音圧，流速の組み合わせが

θの増減に影響している

θの増加要因

共鳴器との比較
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流速+音圧θの増加要因

1                      15 m/s

θが流速だけでなく音圧によっても増加する理由

ベーン外側下流の剥離せん断層が音圧の影響を受けて

変動速度rmsが大きくなる

音なし 146 dB

PIV計測試験 (河野優駿 2024)

U = 15 m/sにおける変動速度rms
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FV形状の方がθが大きい

= (チャンバー内圧力) – (大気圧)

圧力損失Δpが変化する状況 (流速Uが変化する状況)では，

FV形状にすることでθの変化を抑制することができる．

FV形状の方がθが小さい

Normal形状からFV形状にすることで，同じ流速Uにおける圧力損失Δpが減少

結言

Normal形状→FV形状にすると

・同じ流速Uにおける圧力損失Δpが減少

・Δpが変化する状況では，θの変化を抑制

することができる

流速+音圧 流速 流速 流速+音圧
音響レジスタンスθ

の増加要因

流れ

圧縮機 燃焼器 タービン

ガスタービン

(https://power.mhi.com/jp/products/gasturbines)
粘性抵抗
放射抵抗
渦抵抗

音響インピーダンス
音響振動を減衰

音響レジスタンスθの値によって
散逸されるエネルギー量が変わる

1.6 mm
曲がり部：Normal形状
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